
コロナで家に閉じ込められている皆さんへ(その２) 
 

3 月に、標題の(その１)の原稿をお送りした時には、今頃は、コロナ騒動も落着いているだろうと思ってい
ましたが、全く逆に、変異ウイルスの猛威で拡散状態になってしまっているのは想定外でした。今までは、少
し気を付けていればいいだろうと思っていましたが、今後はワクチンを打つまでは、かなり用心しないと危な
いなと思うようになりました。 
さて、今回の原稿は前回の続編ですが、JR 東日本と首都圏関係私鉄の関連事業の状況を紹介しています。特

に、JR 東日本の東京駅の構内は、随分様変わりしているのはご存じのことと思いますが、この東京駅の構内だ
けで、年間約 1,000 億円の営業利益を得ています。首都圏関係私鉄の場合、東急を除けば年間の売上高は、一
社あたり約 3,000~5,000 億円位ですから、東京駅における関連事業収入の大きさと、関連事業における東京駅
の持つ経営資源には、すごいものがあるということがお分かり頂けるかと思います。 
 それと、JR 東日本がもう１つ力を入れているのは、駅周辺土地開発です。これらに要する土地は、かっての
車両基地跡又は変電所跡等です。どうして、これらの土地を生み出せたかというと、車両基地跡地の場合には
「直通運転」があります。例えば、東京駅を考えると、これまでは、東北・高崎線と東海道線は、東京駅で全
て折返していました。電車が駅で折返しをする場合は、どうしてもその周辺に車両基地が必要になります。今
はその折返し運転を止めて、東北・高崎線と東海道線は直通運転をしています。これによって、東京駅周辺の
車両基地が必要なくなり、スペースが生み出されたという事です。こういうと「直通運転」は、良いことばか
りのように思いますが問題点もあります。「直通運転」によって、どうしても運転区間が長くなります。「運転
区間が長くなる」ということは、事故が起きた時に、その影響が全区間に出てしまいます。しかし技術の進歩
により、昔に比べて車両故障等の事故も少なくなり、実現できたということです。もう１つの変電所跡地は、
これは電気技術の進歩のお陰です。サイリスタ等の電子機器の進歩により、変電設備をかなり小型化や重層化
できるようになったことにより、用地が従来の約３分の１位で済むようになったお陰です。 
 家に閉じ込められていますので前回は、週２回の筋トレの話をしましたが、今は、それに加え家での「股関
節ストレッチ」を加えています。何故、「股関節ストレッチ」かというと、孫と久し振りにテニスをやったら、
思うようにボールを追いかけられず、翌日、股関節にすごい張りが生じてしまいました。考えてみると、高齢
者の人がバスに乗るためにステップを跨ぐ際、苦労しているのを見たことがあろうかと思いますが、まさしく、
その前兆状態だということに気付いたせいです。 
 早くワクチンが打てて、皆さんと再会できる日を楽しみにしています。 

 
令和３年５月吉日 

                                長井 忠昌 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 



 

 
 



 



 
 



 



 



 



 



 



 



 



 



 



 



 



 



 



 



 



 



 



 
 


